
ひとは何に向かって
変容するのか？

日 時 2023年２月４日（土）14:00～17:00
開催方式 オンライン（Zoom ウェビナーを使用）

社倫研Webページよりお申込みください⇒

講 師 佐藤 邦政（茨城大学教育学部助教）

演 題 「証言的不正義、認識的不運、変容的責任」
講 師 佐藤 靜（大阪樟蔭女子大学学芸学部准教授）

演 題 「ケアと信仰：道徳の発達と変容をめぐって」
討論者 吉川 孝（高知県立大学文化学部准教授）

司 会 奥田 太郎（南山大学社会倫理研究所第一種研究所員／人文学部教授）

南山大学社会倫理研究所 2022年度第１回懇話会

主催：南山大学社会倫理研究所 共催：科研費22H00604

【お問合せ先】南山大学社会倫理研究所
Phone：052-832-31（内線：3413,3414） Fax：052-832-3703
e-mail：ise-office@ic.nanzan-u.ac HP： http://rci.nanzan-u.ac.jp/ISE

この世に生を受けてから死にゆくまでの間、人は同じままではいられない。どれくらいの頻度で、どの程度、どのように、
という違いはあれど、人は、日々暮らし生きるなかで変容している。誰しも「君は変わってしまった」とか「あなたのおかげ
で私は変わった」といった発言を口にしたり耳にしたりしたことはあるだろう。他方で、「人は根本的には変わらない」とも
言われる。この背景には、変容を想定しない定常的自己観と、変容を前提とする暫定的自己観、それぞれに基づく倫理観の問
題が潜在している。さらに言えば、変容を前提とする暫定的自己観に基づき、変わることが提案されることもあるが、そのと
き誰が変容することを求められているのか、という問題もある。今回の懇話会では、こうした変容の社会倫理的な問題につい
て、気鋭の倫理学者たちをお招きし、不正義や信仰といった切り口から考えてみたい。
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